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第
十
一
条
の
三
の
五
第
四
項
第
三
号
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と

し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七

前
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者

五
万
五
千
二
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
金

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
十
八
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
八
万
四
千
円
）
か
ら
十
八
万
四
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分

の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十

銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

八

前
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者

四
万
九
千
五
十
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
金

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
十
六
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
六
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し

た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該

当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
四
項
第
二
号
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
前
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と

し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

十
万
四
千
七
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
金

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
三
十
四
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
四
万
九
千
円
）
か
ら
三
十
四
万
九
千
円
を
控
除
し
た
金
額

に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場

合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

五

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

九
万
七
千
二
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
金

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
三
十
二
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
四
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
四
千
円
を
控
除
し
た
金
額

に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場

合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
四
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

十
五
万
千
五
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
金

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
五
十
万
五
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
万
五
千
円
）
か
ら
五
十
万
五
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分

の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十

銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
五
項
第
一
号
中
「
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
三
項
第
十
号
又
は
第
十
一
号
」
に
、「
二
万
二

千
円
」
を
「
二
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
項
第
六
号
」
を
「
第
三
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
第
三
項
第
五
号
」
を
「
第
三
項
第
十
三
号
」
に
、「
一
万
千
円
」
を
「
一

万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
三
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

二
万
二
千
円

第
十
一
条
の
三
の
五
第
七
項
第
一
号
中
「
ホ
ま
で
」
を
「
ワ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
八
万
五
千
八
百
円
」

を
「
三
十
四
万
二
千
円
」
に
、「
四
万
二
千
九
百
円
」
を
「
十
七
万
千
円
」
に
、「
二
十
八
万
六
千
円
」
を
「
百
十
四
万

円
」
に
、「
十
四
万
三
千
円
」
を
「
五
十
七
万
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四

万
百
円
」
に
、「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第

十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
十
二
号
」
に
改
め
、

同
号
ニ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
三
万
四
千
五
百
円
」
に
、「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
一
万
七
千
二

百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ヲ
と
し
、
同
号
ハ
中
「
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
一
項
第
六
号
」に
、「
ハ
に
」

を
「
ヘ
に
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者

十
一
万
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
五
万
五
千
二
百
円
）
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
係

る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対

象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も

の
に
あ
つ
て
は
、
十
八
万
四
千
円
。
以
下
こ
の
ト
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八
千

円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金

額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四

千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

チ

第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者

九
万
八
千
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
四
万
九
千
五
十
円
）
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
係

る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対

象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も

の
に
あ
つ
て
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
。
以
下
こ
の
チ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万

七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て

た
金
額
と
し
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万

四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）と
す
る
。

リ

第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
者

八
万
五
千
八
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
四
万
二
千
九
百
円
）
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に

係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付

対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
八
万
六
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る

も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
三
千
円
。
以
下
こ
の
リ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
八
万
六

千
円
）
か
ら
二
十
八
万
六
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た

金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万

四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）と
す
る
。

ヌ

第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

六
万
九
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
三
万
四
千
八
百
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千

二
百
円
）
と
す
る
。

ル

第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者

六
万
五
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
三
万
二
千
七
百
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二

千
二
百
円
）
と
す
る
。


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